
平成３０年度 ＮＩＥ実践報告 

 鹿児島市立谷山小学校 
１ 本校ＮＩＥ教育目標 

 
２ 実践内容 
(1) 全校で進めていくための体制づくり 

   本校の研修テーマである「伝え合う力」を育成するために，各学年のＮＩＥ担当を中心 

に，新聞を活用できる場を想定し，一覧表にまとめ，これらをもとに実践を重ねる共通理解 

を図った。１年間の実践を踏まえ，単元一覧表に活用できそうな単元に印をつけて，来年度 

も継続的に実施していけるようにした。 

 

ＮＩＥ教育目標 
教育活動に新聞を活用することにより，子供の目を広く社会全体に向けるとともに，情報を正

しく選択し，内容を読み解きながら，新聞に親しむことができる。 
低学年目標 中学年目標 高学年目標 

新聞を使って遊んだり，写真

や漫画を選んだりしながら，新

聞に親しむことができる。 

調べたことを新聞に表した

り，必要な情報を得るために新

聞を読んだりすることができ

る。 

編集の仕方や記事の書き方

に注意して新聞を読むことが

できるとともに，適切な情報の

活用の仕方，情報を発信する責

任の大きさについて理解する

ことができる。 



(2) 学習指導要領に基づいた教科・領域での活用（新聞記者の活用）

 
 
 

 
 
 
 

ア 4 年国語「新聞をつくろう」

イ ５年国語「新聞を読もう」

※ 新聞について夏休みの自由研究に取り組

む児童も見られた。

(3) ＮＩＥタイムの設定（学期に一回）

校内研修で作成した一覧表をもとに，１学期と２学期で計２回実施をした。

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生

ひらがな探し

漢字探し

ひらがな探し

カタカナ探し

気になる記事

探し

都道府県探し 記事読解

(ワークシート)
記事読解

４年生の国語の単元「新聞をつくろう」では，新聞への興味関心を高める目的で，南日

本新聞社の記者の方に来ていただき，新聞社の仕事や記事の書き方，取材の仕方などにつ

いての講話をいただいた。新聞を実際につくっている新聞記者の方からの話は，新聞をつ

くる児童の意欲の高まりにつながっていた。

 また，５年の国語の単元「新聞を読もう」では，見出しのつけ方，文章構成，記事を書

くために配慮していることなどについての講話をいただいた。見出しは決められた短い文

字数で表されていることや地方によって記事の伝え方が違うことなど，新聞を読む視点を

学ぶよい機会となった。最後に気になる新聞記事を探す活動では，一人一人に与えられた

カラーの新聞を進んで開き，集中して記事を読む姿が見られた。

２月に新聞を取り扱った授業を予定している。



    

      １年生の取組の様子 
 
 さらに，６年生においては，読解した 

ことから自分の考えを表現する機会を増 

やそうと，発展的に週に１度のコラム読 

解を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 新聞コーナーの設置 
   たくさんの児童が新聞に触れやすい環境づくりとして，「新聞コーナー」を設置した。当初 

は，図書室に設置をしていたが，効果があまり見られなかったため，校舎の各階に新聞コー 
ナーをつくった。広報委員会の新聞係と連携を取り，週に２回ある委員会活動の時間を使っ 
て新聞の配置，移動を行っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 低学年の児童も新聞に抵抗を感じることがな

く，進んで取り組む姿勢が見られた。決められた

文字や自分の名前に使われている文字を見つけ

ると喜ぶ姿が見られた。 
 ３年生では，記事読解の仕方やどういった視点

で自分の考えを書けばよいかを学習した。また，

４年生では，新聞から都道府県を探し出し，地図

帳で位置を確認する活動を行った。 
 高学年では，記事を読解し，問題に答えたり，

自分の考えを書いたりする活動を行った。 



 (5) 親子での取組（ファミリーフォーカスの取組） 

学校と児童だけでなく，家庭も巻き込んで取り組め 

ないかと考え，ファミリーフォーカスに取り組んだ。 

記事を読解し，その記事に対する自分の考えを書き， 

それを保護者が読み，感想を書く手順での全学年各学期   

に１回の計２回を実施した。さらに，各学年の多様な見 

方・考え方に触れさせるために，各学級１枚ずつ回収 

し，「広がれ家族の話・和・輪」と題し，校内に掲示し 

た。同じ記事でも児童の記事を読む視点は異なり，様 

々な見方で記事を読んでいることが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (6) 鹿児島大学との連携 

   鹿児島大学の田口准教授と連携を図り，見出しをつける活動を通したＮＩＥによる読解力の

変容について科学的に分析した。調査時は，まだＮＩＥを初めて半年足らずの頃だったことも

あり，十分な成果は得られなかったが，新聞に対する抵抗感が少なくなり，有用感が高まって

きていることが分かった。 

  

３ 成果と課題 

 (1) 成果 

  ○ 学校体制を整えることで，全職員でＮＩＥに取り組むことができた。 

  ○ 各学期限られた活動の中ではあったが，新聞に対する抵抗感は軽減できている。 

  ○ 親子での新聞活用について保護者の意見は，概ね好意的であった。 

 (2) 課題 

  ○ 新聞活用の機会を意図的・継続的に実施していく。 

  ○ 今年度の反省をもとに，より具体的に教育課程に位置付ける。 

  ○ 家庭と連携を取り，取り組みやすいような工夫を加えながら，定期的に親子で新聞に触れ

る機会を設定する。 
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